
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第１１回ビブリオバトル福島県大会相双地区予選会 

福島県教育庁相双教育事務所

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

EPORT１７号

社会教育 
 

 

○日 時：令和７年９月２０日（土）１３：１５～１５：４５ 
○会 場：南相馬市民情報交流センター（マルチメディアホール） 
○発表者：８名（中学生…４名、高校生…４名） 

○観戦者：５０名 ○ボランティア：３名（中学生…１名、高校生…２名） 

相双地区にも読書の秋、到来 
相双地区の単独として２回目となる予選会でした。今回は中学生４名、高校生４名の合計８名のバトラー

（発表者）が応募してくれました。各校１名のエントリーということもあり、校内予選会も開催されている
学校もありました。また、今回は相双地区としては初めてのボランティアが運営に加わってくれました。 
８名のプレゼンですが、５分間の持ち時間を活かして、自分の推し本を紹介していました。発表者の選ん

だ本の種類もミステリー、サスペンス、ハートフル、学術エッセイと多岐にわたっており、大変聴きごたえ
のあるものになりました。観戦者からの感想にも「どれを選んだら良いのか分からない」「全員が優勝で
す」などとあり、レベルの高さがうかがわれました。投票の結果も僅差で、どの本がチャンプ本に選ばれて
もおかしくない予選会となりました。これまで指導してくださった先生方や、学校司書の皆様の御尽力に感
謝申し上げます。発表者も、多くの観戦者も、この予選会を通して「本を読んでみたくなった」と感じてく
れたようです。ビブリオバトルの大きな目的を達成できたことは運営側として嬉しい限りです。 

今回の予選会で素晴らしかったのは発表だけではなく、２分間のディス
カッションでした。会場の大人からの質問だけではなく、発表者同士で質
問し合う姿がたくさん見られました。高校生が中学生に、中学生が高校生
に質問する場面もあり、本が好きな者同士に年齢の壁はないということが
分かりました。来年はぜひ、小学生にも観戦してもらいたいと思います。 
また、今回の予選会がうまくいった要因として、ボランティアの活動が

ありました。観戦者からも、大変好意的な感想をいただきました。中学
生、高校生がボランティアとして素敵な姿を見せてくれたことは、相双地
区の明るい未来を感じるものでした。 
これから学校や公民館等でビブリオバトルを開催したい場合には、お手

伝いに伺います。相双教育事務所まで、ぜひお声がけください。 
 

第１１回ビブリオバトル福島県大会相双地区予選会結果 
※ １０月１２日（日）に県大会があります。そのため、優勝者のチャンプ本はこの紙面には載せていませ

ん。 

【中学生の部】 

◎優 勝 南相馬市立石神中学校：水戸 稀聖さん 

◎準優勝 『凍りのくじら』 南相馬市立原町第三中学校：目黒 彩葉さん 

◎優秀賞 『ルルとミミ』 南相馬市立原町第一中学校：真城 菜那さん 

◎優秀賞 『あの夏が飽和する。』 南相馬市立原町第二中学校： 中島 禾一菜さん 

【高校生の部】 

◎優 勝 相馬農業高等学校：藤原 優芽さん 

◎準優勝 『ライオンのおやつ』 原町高等学校：舞木 風花さん 

◎優秀賞 『ちょっと今から仕事やめてくる』 ふたば未来学園高等学校：鈴木 心陽さん 

◎優秀賞 『思考の整理学』 相馬高等学校： 水戸 悠人さん 

   


